
 

【事業の概要】 

(1) これまでに開発してきた社会基盤施設の健全度を評価する計測・分析技術について，

問題点に対応した改良を行う． 

(2) 上記の技術を実際の社会基盤施設で運用し，精度の検証を行う． 

(3) 実務での計測・分析結果をクリアリングハウスに導入し，実用化に向けた表示方法

を検討する． 

【役割分担】 

(1) 国・県・市町村が管理する道路や橋梁での実計測（国あるいは県・市町村） 

(2) 社会基盤施設の既往の計測データ提供（国あるいは県・市町村） 

(3) 計測・分析技術を実際の道路等で運用し精度を検証する（大学） 

(4) 新たな計測・分析結果をクリアリングハウスに反映し，表示方法を検討（大学） 

 

 

令和元年５月２９日 

国立大学法人 山梨大学 

 

令和元年度事業計画：社会基盤施設の健全度評価技術の実用化 

 道路の路面状態の画像計測と分析 

 

 

グループごとに補正
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クラック抽出フィルタに成功 グレーチングが残る


